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第60回鹿児島県畜産共進会
（10月８日霧島市、姶良中央家畜市場）
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10
月
８
日
、
霧
島
市
の
姶
良
中
央
家
畜
市
場
で
第
60

回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
来
年
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
第
10
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
に
向
け
て
の
プ
レ
全
共
と
し
て
取
組
ま
れ
、
成
雌

牛
区
・
高
等
登
録
群
の
出
品
区
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
中

で
、
県
内
各
地
か
ら
76
頭
の
牛
が
出
場
し
、
５
部
門
で
、

発
育
体
積
や
資
質
品
位
な
ど
の
審
査
が
入
念
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
管
内
か
ら
は
、
若
雌
１
区
に
開
聞
地

区
の
松
山
清
隆
さ
ん
の
き
ら
ら
２
の
３
が
出
場
し
、
最
優

秀
賞
を
受
賞
、
若
雌
２
区
に
山
川
地
区
の
新
村
利
文
さ
ん

の
い
ち
ご
が
出
場
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
多
額
購
買
者
表
彰
も
と
り
お
こ
な
わ
れ
、
㈲
水
迫
畜

産
と
㈲
畠
久
保
牧
場
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
食
肉
・
特
産
品
の
販
売
等
も
行
わ
れ
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

審査の様子 多頭購入者表彰を受賞された、
㈲水迫畜産（右）・㈲畠久保牧場（中）

松山清隆さんのきらら２の３ 新村利文さんのいちご
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鹿
児
島
県
立
山
川
高
等
学
校
は

９
月
29
日
、
校
内
の
ハ
ウ
ス
前
で

バ
イ
オ
さ
つ
ま
い
も
苗
引
き
渡
し

式
を
開
催
し
、
生
徒
・
Ｊ
Ａ
部
会

関
係
者
・
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約
80

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
で
19

回
目
の
開
催
と
な
り
、
引
き
渡
し

を
受
け
た
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
の
西
村

組
合
長
は
「
山
川
高
校
の
先
生
・

生
徒
の
皆
様
に
は
毎
年
、
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
技
術
を
駆
使

し
、
増
殖
を
重
ね
て
優
良
な
バ
イ

オ
苗
を
供
給
し
て
頂
き
、
敬
意
を

表
し
ま
す
。
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
生
徒
の
一
人
は

「
伝
統
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、
農

家
の
た
め
に
良
い
苗
を
届
け
て
行

き
た
い
。
」
と
意
欲
を
語
り
ま
し

た
。山

川
さ
つ
ま
い
も
部
会
の
桑
鶴

直
勝
部
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
農

家
の
た
め
に
、
安
心
・
安
全
な
苗

を
育
て
て
欲
し
い
。
」
と
生
徒
達

を
激
励
し
ま
し
た
。
山
川
地
区
で

紅
さ
つ
ま
を
植
え
て
い
る
部
会
員

は
約
40
名
。
苗
は
山
川
地
区
の
さ

つ
ま
い
も
農
家
に
配
布
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

提
供
さ
れ
た
苗
は
、
早
い
作

型
で
12
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
植

付
け
を
行
な
い
、
来
年
の
５
月

頃
に
出
荷
予
定
で
す
。
Ｊ
Ａ
で

は
年
間
数
量
800
ト
ン
・
販
売
額

１
億
５
，
０
０
０
万
円
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
・
ヘ
ル
シ
ー
な
苗
を
提
供

青
年
部
指
宿
支
部
プ
チ
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
青
年
部
指
宿
支

部
は
10
月
６
日
、
指
宿
小
学
校
で

２
年
生
２
学
級
の
児
童
を
対
象

に
、
生
産
者
の
立
場
か
ら
食
べ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
に

紙
芝
居
を
読
ん
で
話
を
し
ま
し

た
。ま

た
、
家
庭
科
室
で
は
指
宿
支

部
の
女
性
部
に
よ
る
小
松
菜
の

入
っ
た
団
子
づ
く
り
や
、
野
菜
の

汁
を
混
ぜ
た
ゼ
リ
ー
な
ど
、
子
供

た
ち
が
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
る

こ
と
が
出
来
る
様
な
メ
ニ
ュ
ー
で

お
菓
子
づ
く
り
も
実
施
し
ま
し

た
。
生
徒
は
団
子
を
丸
め
る
作
業

に
興
奮
し
た
り
、
出
来
立
て
の
団

子
を
お
い
し
く
食
べ
た
り
大
変
好

評
で
し
た
。

後
迫
孝
青
年
部
指
宿
支
部
長
は

「
青
年
部
で
は
平
成
18
年
か
ら
さ

つ
ま
い
も
や
も
ち
米
の
栽
培
か
ら

料
理
体
験
を
中
心
に
食
育
活
動
を

し
て
来
て
お
り
、
今
年
は
少
し
趣

向
を
変
え
不
安
も
あ
っ
た
が
、
子

供
た
ち
の
と
て
も
喜
ぶ
顔
が
見
る

こ
と
が
出
来
き
、
実
施
し
て
良

か
っ
た
。
次
回
も
楽
し
め
る
食
育

を
企
画
し
た
い
。
」
と
話
し
ま
し

た
。青

年
部
指
宿
支
部
が
毎
年
取
り

組
ん
で
い
る
プ
チ
あ
ぐ
り
ス
ク
ー

ル
で
は
、
平
成
23
年
度
は
指
宿
小

学
校
の
低
学
年
を
中
心
に
１
階
の

全
ク
ラ
ス
に
に
が
う
り
で
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

設置されたグリーンカーテン

生徒からバイオ苗を受け取る西村組合長（右）

紙芝居を楽しむ指宿小の児童
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Ｊ
Ａ
南
薩
拠
点
霜
出
で
ん
粉
工

場
操
業
安
全
祈
願
祭
・
原
料
用
甘

し
ょ
生
産
振
興
検
討
会
が
９
月
14

日
、
南
九
州
市
知
覧
町
の
Ｊ
Ａ
南

薩
拠
点
霜
出
で
ん
粉
工
場
で
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
祈
願
祭
に
は
関

係
者
約
70
名
が
参
加
し
、
９
月
25

日
か
ら
稼
働
す
る
同
施
設
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
南
薩
地
区
の
甘
し
ょ

生
産
基
盤
の
拡
充
と
生
産
振
興
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
区

に
お
け
る
安
定
生
産
と
生
産
農
家

の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
新
た

な
技
術
の
導
入
、
製
造
工
程
管
理

が
可
能
な
「
食
品
工
場
と
し
て
の

甘
し
ょ
で
ん
粉
工
場
」
で
、
全
量

食
品
用
途
と
し
て
販
売
さ
れ
ま

す
。
工
場
運
営
主
で
あ
る
Ｊ
Ａ
南

薩
甘
し
ょ
で
ん
粉
協
同
事
業
体
は

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
・
Ｊ
Ａ
南
さ
つ

ま
・
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
の
３
Ｊ
Ａ

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
の

操
業
期
間
は
９
月
25
日
〜
12
月
10

日
を
予
定
し
て
お
り
、
３
Ｊ
Ａ
で

２
万
ト
ン
の
集
荷
数
量
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

第
35
回
鹿
児
島
県
農
協
利
用
者

年
金
友
の
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
10
月
13
日
、
鹿
児
島
市
中
山
町

の
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
式
で
は

85
歳
以
上
の
出
場
選
手
に
贈
ら
れ

る
特
別
賞
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
特

別
賞
の
受
賞
者
を
代
表
し
、
当
Ｊ

Ａ
管
内
・
丹
波
チ
ー
ム
の
上
川
路

盛
仁
さ
ん
（
95
歳
）
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
競
技
は
、
県
内
各
地
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
15
Ｊ
Ａ
60

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
全
12
コ
ー
ト

で
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
当
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
は
、
９
月

９
日
に
開
催
さ
れ
た
第
38
回
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
年
金
友
の
会
秋
季
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
上
位
４
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
花
水
木
チ
ー
ム
が
見

事
に
勝
ち
抜
い
て
第
３
位
に
輝
き

ま
し
た
。

特別賞に輝いた上川路さん（右）

操業を開始したJA南薩拠点霜出でん粉工場 安全を祈願する関係者

第３位に輝いた花水木チーム

Ｊ
Ａ
南
薩
拠
点
霜
出
で
ん
粉
工
場
操
業
安
全
祈
願
祭

第
　

35
回
鹿
児
島
県
農
協
利
用
者

年
金
友
の
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
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当
Ｊ
Ａ
指
宿
地
区
女
性
部
で
は
、
毎
年
女
性
部
Ｏ

Ｂ
の
高
齢
者
の
皆
様
へ
ふ
く
れ
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
９
月
16
日
、
女
性
部

役
員
が
加
工
セ
ン
タ
ー
で
ふ
く
れ
菓
子
を
作
り
、
手

紙
を
添
え
て
各
班
長
の
協
力
を
得
て
104
名
の
皆
様
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

吉
鶴
廣
子
指
宿
地
区
女
性
部
長
、
松
下
友
子
副
部

長
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
さ
れ
た
田
代
ユ
ミ
さ
ん

（
83
歳
）
は
、「
81
歳
で
乳
が
ん
に
な
り
手
術
を
し
ま

し
た
。
毎
年
健
診
を
受
け
て
い
た
お
か
げ
で
早
期
発

見
が
出
来
て
、今
は
こ
ん
な
に
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

皆
様
も
毎
年
健
診
を
受
け
て
下
さ
い
。」
と
力
強
く

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
18
日
、
指
宿
市
内
の
ホ
テ
ル
で
平
成
23

年
度
い
ぶ
す
き
農
協
「
野
菜
部
会
協
議
会
役
員
と
常

勤
役
員
」
と
語
る
会
を
開
き
ま
し
た
。
各
野
菜
部
会

役
員
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
県
経
済
連
な
ど
計

45
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

い
ぶ
す
き
農
協
野
菜
部
会
協
議
会　

前
村
千
香
男

会
長
は
「
農
家
が
期
待
す
る
回
答
が
得
ら
れ
れ
ば
、

Ｊ
Ａ
の
経
営
に
も
貢
献
出
来
る
。
活
発
な
意
見
交
換

の
場
と
し
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。
意
見
交
換
会

で
は
堆
肥
の
管
理
問
題
か
ら
、
そ
ら
ま
め
選
果
機
の

早
期
導
入
に
つ
い
て
、
ま
た
購
買
店
舗
廃
止
後
の
対

応
策
に
つ
い
て
等
が
挙
げ
ら
れ
、
各
担
当
者
よ
り
回

答
・
説
明
が
あ
り
、
部
会
役
員
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

熱
心
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
観
葉
植
物
部
会
は
９
月
13
日
、
指
宿
市
の

観
葉
植
物
流
通
セ
ン
タ
ー
で
「
い
ぶ
す
き
観
葉
フ
ェ

ア
２
０
１
１
秋
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の

各
市
場
関
係
者
・
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
等
、
約
100

名
が
参
加
し
、
下
温
湯
正
弘
部
会
長
は
、「
指
宿
は

観
葉
だ
け
で
は
な
く
、
花
壇
苗
・
切
り
花
・
熱
帯
果

樹
等
、
花
と
緑
の
総
合
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
な

る
基
礎
的
な
要
因
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
中
心
を
観

葉
が
担
え
れ
ば
良
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
と

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
。

生
産
者
の
ブ
ー
ス
で
は
、
各
市
場
関
係
者
と
商
談
が

行
わ
れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。
２
日
目
は
農
場
の
視
察

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
10
月
５
日
、
指
宿
総
合
支
所
で

女
性
部
職
員
サ
ー
ク
ル
開
講
式
と
陶
芸
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
女
性
部
員
・
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
約
30
名
が

参
加
し
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
陶
芸
教
室
で
は
、
初
め
て
体
験
す

る
人
も
多
く
、
苦
労
し
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

的
な
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
吉
鶴
廣
子
指
宿
地

区
女
性
部
長
は
「
今
年
度
、
初
め
て
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
楽
し
ん
で

下
さ
い
。」と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
女
性
部
職
員
サ
ー

ク
ル
は
、
昨
年
の
６
月
に
結
成
さ
れ
、
活
動
を
通
じ

女
性
職
員
、
家
族
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
学

習
会
や
生
活
文
化
活
動
に
取
り
組
む
事
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

賑わった観葉フェア 陶芸作りに挑戦した参加者

敬
老
の
日
ふ
く
れ
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
ぶ
す
き
観
葉
フ
ェ
ア
２
０
１
１
秋

女
性
部
職
員
サ
ー
ク
ル

開
講
式
・
陶
芸
教
室

い
ぶ
す
き
農
協
野
菜
部
会
協
議
会

役
員
と
常
勤
役
員
と
語
る
会
開
催

プレゼントを渡され笑顔の田代さん（中）活発な意見交換の場となった語る会
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
阻
止
し

ふ
る
さ
と
を
守
る
県
民
総
決
起
大
会

い
ぶ
す
き
菜
の
花
㈱
が
企
画
す
る
焼
酎

「
あ
り
が
と
う
…
感
謝
」

２
０
１
１
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
畜
魂
祭

な
ら
び
に
研
修
会

当
Ｊ
Ａ
の
子
会
社
、
い
ぶ
す
き
菜
の
花
㈱
が
企
画

す
る
焼
酎
「
あ
り
が
と
う
・
・
・
感
謝
」
が
人
気

を
呼
ん
で
い
ま
す
。
歌
手
の
小
金
沢
昇
司
氏
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
商
品
で
贈
答
用
の
売
れ
行
き
が
好

調
で
す
。
小
金
沢
氏
と
い
え
ば
言
わ
ず
と
知
れ
た
北

島
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
で
、
氏
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
あ
り

が
と
う
・
・
・
感
謝
」
を
商
品
名
と
し
て
採
用
し
て

い
ま
す
。
地
元
南
さ
つ
ま
地
方
産
の
芋
を
使
用
し
、

優
良
ふ
る
さ
と
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
㈲
大
山
甚
七
商
店
で
仕
込
み
を
行
っ

て
お
り
、
品
質
は
折
り
紙
つ
き
で
す
。
贈
答
用
等
、

個
別
の
お
問
い
合
わ
せ
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
商

品
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ぶ
す
き
菜
の
花

㈱
（
電
話
０
９
９
３
︲
２
２
︲
４
５
１
１
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
・
畜
産
部
会
会
議
・
鹿
児
島
県
肉
用
牛
振

興
協
議
会
指
宿
支
部
は
11
月
２
日
、
「
２
０
１
１
年

度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
畜
魂
祭
な
ら
び
に
研
修
会
」
を
指

宿
中
央
家
畜
市
場
・
開
聞
総
合
体
育
館
（
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
畜
産
農
家
・
関
係
機

関
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
200
名
が
参
加
し
、
か
ね
て

か
ら
我
々
の
た
め
に
命
を
捧
げ
て
く
れ
て
い
る
家
畜

へ
の
鎮
魂
の
意
を
こ
め
て
神
事
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
畜
魂
祭
後
は
、
開
聞
総
合
体
育
館
に
て
研
修
会

が
行
わ
れ
、
南
薩
家
畜
保
健
衛
生
所
の
保
正
明
防
疫

課
長
が
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
改
正
と
防
疫
衛
生

対
策
の
重
要
性
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
は
10
月
22
日
、
鹿
児
島
市

内
の
ホ
テ
ル
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
阻
止
し
ふ
る
さ
と

を
守
る
県
民
総
決
起
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
農

業
関
係
者
の
ほ
か
、
行
政
・
医
療
・
建
設
・
漁
業
・

商
工
団
体
や
消
費
者
な
ど
約
２
０
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
の
松
𥔎
俊
明
Ｔ
Ｐ

Ｐ
対
策
本
部
長
（
県
中
央
会
会
長
）
は
「
文
化
や
人

の
絆
、
古
里
の
緑
を
守
る
た
め
に
、
鹿
児
島
の
地
か

ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
の
声
を
上
げ
よ
う
で
は
な
い

か
。」
と
県
民
の
幅
広
い
結
束
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
市
内
繁
華
街
の
天
文
舘
と
鹿
児
島
中

央
駅
前
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
ち
ら
し
を
配
布
し
、
県
民

の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

売れ行きが好調な「ありがとう…感謝」

神事を執り行った畜魂祭

約2000名が集まった県民総決起大会

せり市情報（税抜）
　市　場：揖宿中央　
　せり日：2011年９月22日（木）開催

項目名
子 牛

めす 去勢 合計

入場頭数 115頭 108頭 223頭

売却頭数 115頭 108頭 223頭

合計価格 37,902,000円 45,807,000円 83,709,000円

最　　高 549,000円 572,000円 572,000円

最　　低 144,000円 249,000円 144,000円

平均価格 329,583円 424,139円 375,377円

平均体重 258㎏ 277㎏ 267㎏
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　山川地区の成川支所は、隣接する成川保育園の子供達の元気な声と笑顔が溢れる明るい支所
です。子供達に負けない様、元気に毎日の業務を行っております。より多くの地域住民・組合
員の皆様にご利用して頂ける様に努めて参りますので、ご相談だけでも気軽にお立ち寄り下さ
い。� 指宿市山川成川1182．TEL．0993−34−0052

川支所支所紹介 成

後列左から、内薗（ＬＡ）、田上（営業推進班長）、和田（支所長）吉崎（購買）、
前列左から、肝付（購買）、室屋（金融・共済）、都外川（窓口）、横山（窓口・公金兼務）

新村（窓口）、永吉（市役所山川庁舎・公金）

 



お
く
や
み（
敬
称
略
）

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部
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平
成
23
年
10
月
27
日
、
第
10
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○　

南
部
支
所
土
地
収
用
に
伴
う
建
設
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

○　

中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
法
に
基
づ
く
取

組
み
状
況
お
よ
び
今
後
の
対
応
並
び
に
、

開
示
・
行
政
庁
報
告
の
対
応
に
つ
い
て

○　

与
信
取
引
に
関
す
る
利
用
者
へ
の
説
明
態

勢
に
か
か
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○　

貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

○　

自
主
点
検
実
施
状
況
に
つ
い
て

○　

平
成
23
年
度
９
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

○　

平
成
23
年
度
減
損
兆
候
（
平
成
23
年
８
月

末
試
算
）
に
つ
い
て

○　

全
国
監
査
機
構
に
よ
る
期
中
監
査
結
果
に

つ
い
て

①
全
国
監
査
機
構
監
査
、
期
中
監
査
に
お
け

る
服
部
公
認
会
計
士
の
見
解
に
つ
い
て

②
期
中
改
善
事
項
に
（
案
）
に
つ
い
て

○　

全
国
監
査
機
構
、
期
中
監
査
に
お
け
る
重

要
事
項
に
係
る
服
部
公
認
会
計
士
の
見
解

に
つ
い
て

○　

第
３
次
Ｊ
Ａ
経
営
健
全
化
対
策
に
対
す
る

取
組
み
状
況
報
告
（
平
成
23
年
度
上
半
期

末
基
準
）
に
つ
い
て

○　

平
成
23
年
度
上
半
期
Ｊ
Ａ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
報
告
に
つ
い
て

○　

平
成
23
年
度
組
合
員
加
入
促
進
運
動
実
績

報
告
に
つ
い
て

○　

定
年
退
職
者
の
再
雇
用
に
つ
い
て

○　

平
成
23
年
度 

県
下
統
一
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
要
領

に
つ
い
て

○　

購
買
未
収
金
流
動
化
運
動
の
取
組
み
に
つ

い
て　
　
　
　

○　

平
成
23
年
度 

冬
季
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
ふ
れ

あ
い
電
化
シ
ョ
ー
開
催
要
領
に
つ
い
て

○　

第
37
回 

鹿
児
島
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示

会
開
催
要
領
に
つ
い
て

○　

新
西
方
支
所
・
一
般
取
扱
所
（
石
油
類
販

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

【
喜
入
】

川
村　

園
枝　
　
（
76
）

牧
薗　

哲
也　
　
（
95
）

【
指
宿
】

板
松　

賢　
　
　
（
73
）

栫
山
フ
イ
キ
ク　
（
101
）

迫
田　

慶
吉　
　
（
85
）

小
森　

信
幸　
　
（
65
）

東　
　

シ
ヅ
エ　
（
81
）

岡
元　

義
昭　
　
（
57
）

末
永　

和
代　
　
（
91
）

増
永　

敏
義　
　
（
68
）

向
吉　

シ
ゲ
ル　
（
95
）

日
髙　

シ
ズ
子　
（
84
）

高
橋　

虎
吉　
　
（
95
）

中
村　

三
夫　
　
（
84
）

岩
下　

国
家　
　
（
61
）

祝
迫　

陸
志　
　
（
65
）

野
元　

キ
ク
エ　
（
86
）

門
内　

ユ
キ
ヱ　
（
93
）

【
山
川
】

市
山　

ア
サ
ヱ　
（
87
）

今
村　

八
千
代　
（
80
）

谷
口　

吉
男　
　
（
86
）

野
口　

栄
一
郎　
（
45
）

川
口　

ヨ
リ
子　
（
78
）

和
田　

サ
チ　
　
（
91
）

今
村　

イ
子　
　
（
81
）

宮
田　

サ
ツ
エ　
（
87
）

福
留　

ア
キ
ノ　
（
83
）

前
田　

冨
雄　
　
（
85
）

斧
谷　

利
計　
　
（
63
）

桑
鶴　

ミ
ネ　
　
（
85
）

吉
村　

ユ
リ
子　
（
87
）

鶴
薗　

光
治　
　
（
78
）

松
元　

善
郎　
　
（
87
）

【
開
聞
】

入
野　

ヒ
デ　
　
（
99
）

濵
田　

廣
幸　
　
（
66
）

矢
越　

次
男　
　
（
70
）

山
下　

ノ
リ
子　
（
91
）

田
中　

瑞
穂　
　
（
82
）

田
中　

ノ
リ
子　
（
73
）

髙
田　

カ
ス
ミ　
（
91
）

野
元　

義
男　
　
（
70
）

中
拂　

サ
チ
エ　
（
95
）

川
上　

廣
則　
　
（
79
）

末
吉　

秀
雄　
　
（
89
）

濵
田　

秀
次　
　
（
83
）

【
頴
娃
】

阿
野　

幸
夫　
　
（
75
）

山
下　

テ
ル
ミ　
（
82
）

新
原　

フ
テ　
　
（
95
）

上
村　

サ
チ　
　
（
87
）

新
徳
ス
エ
マ
ツ　
（
95
）

矢
越　

康
子　
　
（
60
）

吉
峯　

幹
夫　
　
（
79
）

山
下　

サ
チ　
　
（
90
）

齊
藤　

幸
男　
　
（
76
）

一
氏　

登　
　
　
（
87
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

（
平
成
23
年
８
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
９
月
30
日
）

一　

新
米
を
水
ひ
か
え
め
に
炊
き
あ
げ
て
味
確
か
め
る
二
人
の
夕
餉

　
　
　
　
　
　

川
原　

ふ
み
え

二　

食
材
を
素
早
く
き
ざ
み
料
理
す
る
術
後
の
嫁
の
回
複
た
し
か

　
　
　
　
　

 　

上
西
園　

ふ
じ
え

三　

終
点
と
始
発
に
い
そ
ぐ
駅
上
に
ゆ
っ
く
り
秋
陽
を
汲
む
観
覧
車

　
　
　
　
　
　

吉
永　

多
美
子

四　

幸
水
は
幸
せ
の
水
と
説
明
す
甘
く
お
い
し
い
と
梨
の
生
産
者

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

知
佐
子

五　

ユ
ン
ボ
の
爪
孫
と
わ
た
し
の
夢
壊
し
リ
サ
イ
ク
ル
店
は
更
地
と
な
り
ぬ

辻　

テ
ル
子

六　

白
む
く
げ
和
紙
の
薄
さ
に
咲
き
揃
い
朝
風
す
い
と
触
れ
て
過
ぎ
ゆ
く

辰
野　

千
鶴
子

七　

い
つ
よ
り
か
夢
に
も
来
な
く
な
り
た
る
と
気
づ
き
し
夜
の
時
計
の
リ
ズ
ム

水
流　

節
子

八　

原
発
が
安
全
！
東
電
本
社
は
福
島
へ
社
長
の
席
は
炉
心
の
上
に外

薗　

隆

九　

金
木
屑
散
り
し
く
上
を
歩
み
ゆ
く
わ
が
足
音
は
秋
深
む
音片

野
田　

健
一

十　

我
が
国
の
未
曾
有
の
震
災
受
け
し
今
唄
う
事
こ
そ
生
き
る
力
わ
く

柚
木
𥔎　

イ
ツ
子

十一　
連
れ
だ
ち
て
歩
む
と
き
八
十
歳
の
夫
徐
々
に
わ
た
し
に
遅
れ
て
し
ま
う

片
野
田　

道
子

（
平
成
23
年
10
月

　
　
　
　
　
　
歌
会
詠
草
）

売
）
の
消
防
組
合
指
摘
に
伴
う
廃
止
に
つ

い
て

○　

そ
ら
豆
種
子
低
温
処
理
事
故
経
過
報
告
に

つ
い
て

○　

購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て　

他

お
詫
び
と
訂
正

９
月
号
５
ペ
ー
ジ
「
組
合
員
資
格
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
」
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
①
正
絹
会
員
の
方

（
正
）
①
正
組
合
員
の
方
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